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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　硝子体手術時に角膜上に保持されて眼底を観察するための硝子体手術用コンタクトレン
ズにおいて、
　上記角膜の曲率に合わせた凹曲面をなす下面と、当該下面の裏側に位置する上面とを有
し、
　上記上面に、反射防止膜がコーティングされるとともに、
　上記反射防止膜は、高屈折率層と低屈折率層とが交互に複数層積層された多層膜構造に
構成され、大気側の最表層が上記低屈折率層にて構成されたものであり、
　上記反射防止膜を構成する各層は、イオンビームスパッタリング法による膜であること
を特徴とする硝子体手術用コンタクトレンズ。
【請求項２】
　上記反射防止膜が、二酸化ケイ素を含む層と、五酸化タンタルを含む層とが交互に積層
された多層膜であることを特徴とする請求項１に記載の硝子体手術用コンタクトレンズ。
【請求項３】
　上記反射防止膜の最表層が、二酸化ケイ素を含む層であることを特徴とする請求項２に
記載の硝子体手術用コンタクトレンズ。
【請求項４】
　イオンビームスパッタリング法に用いるターゲットが、酸化金属であることを特徴とす
る請求項１乃至３のいずれかに記載の硝子体手術用コンタクトレンズ。
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【請求項５】
　レンズ材質が、ガラスまたは透明プラスチックであることを特徴とする請求項１乃至４
のいずれかに記載の硝子体手術用コンタクトレンズ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、角膜上に保持されて眼内を観察するための眼内観察用レンズ、及び硝子体手
術時に角膜上に保持されて眼底を観察するため硝子体手術用コンタクトレンズに関する。
【背景技術】
【０００２】
　失明原因の上位に挙げられる糖尿病網膜症や黄斑色素変性症、あるいは硝子体出血を起
こした患者の眼に対して行われる硝子体手術は、手術用顕微鏡下で眼内をクリアに観察す
るために、眼科用粘弾性物質を介して角膜上に硝子体手術用コンタクトレンズを載置し、
術者が利き手に硝子体カッターあるいは垂直剪刀等の眼内処置用器具を持ち、利き手と反
対の手には、光源装置に光ファイバーにより接続された眼内照明ガイドを持って行われる
。このように眼内処置に片手しか使えない(以下、一手法と記す)ため、熟練が必要である
と共に、処置に長時間を要する。
【０００３】
　例えば、網膜剥離の要因の一つである増殖膜を網膜から剥離したり、網膜最表層の内境
界膜剥離処置では、術者は長時間に渡り、極めて高い集中力を持続する必要がある。また
、眼内の周辺部眼底から最周辺部眼底の処置を行う場合、虹彩が邪魔になって瞳孔から処
置部を見通すことができないため、手術助手が処置部を、圧迫子を使って眼球の外側から
眼球内に向かって押すことが必要であり、術者の望むように圧迫できない場合には、術者
及び助手双方にとってストレスとなってしまう。
【０００４】
　術者が両手で眼内の処置を行えるようにするために(以下、二手法と記す)、眼内挿入す
るファイバー照明に替えて、手術用顕微鏡に取り付けられた照明装置(眼外照明)により眼
の外から、硝子体手術用コンタクトレンズ及び角膜を通して眼内を照らす方法が検討され
ているが、照明光の一部がレンズ表面で反射して術者が眩しさを感じると共に、反射光に
よって眼底像のクオリティーが低下するという問題が発生した。
【０００５】
　上述の眼外照明によって眼内を照らす光量は、眼内照明のそれと比較して小さいため、
レンズ表面の反射損失を少なくして、硝子体手術用コンタクトレンズの光線透過率を少し
でも高めることにより、より明瞭な眼底像を得ることが必要である。
　また、自然な色の観察像を得るために、硝子体手術用コンタクトレンズに施す反射防止
膜は４００ｎｍ～７８０ｎｍの可視光領域で、可能な限り広範囲に亘り反射防止効果を奏
することが望ましい。
【０００６】
　当初、発明者らは、硝子体手術用コンタクトレンズに初めて反射防止膜をコートするた
めに、眼鏡レンズ等において広く行われている真空蒸着法による反射防止コートを施した
ところ、照明光の反射は低減したが、この真空蒸着膜は水洗浄、各種消毒液及び滅菌用高
圧蒸気に対して耐久性を有しておらず、手術用レンズとして繰り返しの使用ができないこ
とが判明した。
【０００７】
　メガネ、カメラ、双眼鏡及び顕微鏡等の光学機器に使用されているレンズが置かれる環
境に比べ、硝子体手術用コンタクトレンズや眼内観察用レンズは水や、腐食性を有する薬
品、更には滅菌用高圧蒸気との接触時間が長く、接触面積も広く、接触時の温度も高い。
つまり、硝子体手術用コンタクトレンズや眼内観察用レンズにコーティングされる反射防
止膜には、上記光学機器用反射防止膜に求められる耐久性に比べ、はるかに高い耐久性が
要求される。
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【０００８】
　これまでに実施されている真空蒸着法や通常のスパッタリング法では、成膜物質及び膜
構成を変えても、眼内観察用レンズや硝子体手術用コンタクトレンズに求められる耐久性
能を得ることが困難である。例えば、特許文献１に、ＨｆＯ２又はＴａ２Ｏ５からなる高
屈折率材料層と、ＳｉＯ２からなる低屈折率材料層とを有する耐湿性反射防止膜が提案さ
れている。
【特許文献１】特開平７－２３４３０２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　ところが、この反射防止膜は、大気側最外層が通常の膜設計とは反対の高屈折率材料層
であり、また、反射防止膜に不純物が入りやすく、更に緻密で強靭な膜を形成し難いため
、眼内観察用レンズや硝子体手術用コンタクトレンズに要求される厳しい耐久性を満たす
ことができず、同時に４００ｎｍ～７００ｎｍの可視光領域に亘る反射防止効果を達成し
得ない。
【００１０】
　本発明の目的は、上述の事情を考慮してなされたものであり、洗浄、各種消毒剤及び滅
菌用高圧蒸気等に対し優れた耐久性を有し、且つ可視光領域において良好な反射防止効果
を奏する眼内観察用レンズ及び硝子体手術用コンタクトレンズを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　第１の発明に係る眼内観察用レンズは、角膜上に保持されて眼内を観察するための眼内
観察用レンズにおいて、滅菌用高圧蒸気に対し耐久性を備えた反射防止膜が、少なくとも
一部にコーティングされたことを特徴とするものである。
【００１２】
　第２の発明に係る眼内観察用レンズは、角膜上に保持されて眼内を観察するための眼内
観察用レンズにおいて、イオンビームスパッタリング法による反射防止膜が、少なくとも
一部にコーティングされたことを特徴とするものである。
【００１３】
　第３の発明に係る眼内観察用レンズは、第１または第２の発明において、上記反射防止
膜が、レンズ光学面の上面にコーティングされたことを特徴とするものである。
【００１４】
　第４の発明に係る眼内観察用レンズは、第１乃至第３のいずれかに記載の発明において
、上記反射防止膜が、単層または多層から構成されたことを特徴とするものである。
【００１５】
　第５の発明に係る眼内観察用レンズは、第１乃至第４のいずれかに記載の発明において
、上記反射防止膜が、二酸化ケイ素を含む層と、五酸化タンタルを含む層とが交互に積層
された多層膜であることを特徴とするものである。
【００１６】
　第６の発明に係る眼内観察用レンズは、第５の発明において、上記反射防止膜の最表層
が二酸化ケイ素を含む層であることを特徴とするものである。
【００１７】
　第７の発明に係る眼内観察用レンズは、第１乃至第６のいずれかに記載の発明において
、イオンビームスパッタリング法に用いるターゲットが酸化金属であることを特徴とする
ものである。
【００１８】
　第８の発明に係る眼内観察用レンズは、第１乃至第７のいずれかに記載の発明において
、レンズ材質が、ガラスまたは透明プラスチックであることを特徴とするものである。
【００１９】
　第９の発明は、第１乃至第８のいずれかに記載の眼内観察用レンズが適用された、硝子
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体手術時に眼底を観察するための硝子体手術用コンタクトレンズであることを特徴とする
ものである。
【発明の効果】
【００２０】
　第１、第２、第４、第５、第７、第８または第９の発明によれば、眼内観察用レンズま
たは硝子体手術用コンタクトレンズの少なくとも一部に反射防止膜がコーティングされた
ことから、可視光領域において良好な反射防止効果を奏することができるので、レンズ表
面での反射が低減されて、眼内観察用レンズの場合には、観察者は反射光の影響を受ける
ことなく眼内を明瞭に観察できる。また、硝子体手術用コンタクトレンズの場合には、術
者は、眼外照明の強い反射光に悩まされることなく眼底像を明瞭に観察でき、このため、
硝子体手術時に眼内照明を持つ必要がなくなるので、両手での眼内処置(二手法)を実施で
きる。
【００２１】
　また、反射防止膜がイオンビームスパッタリング法により形成されたものであることか
ら、反射防止膜に不純物が混入されにくく、緻密で強靭な膜を得ることができる。この結
果、洗浄、各種消毒剤及び滅菌用高圧蒸気等に対し優れた耐久性を有する反射防止膜を得
ることができる。
【００２２】
　第３または第９の発明によれば、反射防止膜がレンズ光学面の上面にコーティングされ
たことから、眼内観察用レンズまたは硝子体手術用コンタクトレンズにおいて、反射の著
しい箇所(上面)に反射防止膜をコーティングすることで、反射防止効果を効率化できる。
【００２３】
　第６または第９の発明によれば、反射防止膜の最表層が二酸化ケイ素を含む層であり、
この二酸化ケイ素が、眼内観察用レンズ及び硝子体手術用コンタクトレンズの材質として
使用実績のある石英ガラスを構成する成分であることから、眼内観察用レンズまたは硝子
体手術用コンタクトレンズの安全性を十分に確保することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２４】
　以下、本発明を実施するための最良の形態を、図面に基づき説明する。
　図１は、本発明に係る硝子体手術用コンタクトレンズの一実施形態を、眼球の角膜上に
保持した状態で示す断面図である。図２は、図１の硝子体手術用コンタクトレンズにおけ
る反射防止膜の構造を示す断面図である。
【００２５】
　眼球１における硝子体手術は、硝子体２または眼底３を観察しながら施術されるため、
角膜４上に硝子体手術用コンタクトレンズ１０が保持されて、この硝子体手術用コンタク
トレンズ１０及び手術用顕微鏡９を通して上記硝子体２または眼底３が観察される。この
硝子体手術用コンタクトレンズ１０のレンズ本体１１は、角膜４の曲率に合わせた凹曲面
を備える下面１２と、プリズムレンズを形成する傾斜面の上面１３とを有して構成される
。このレンズ本体１１における光学面の少なくとも一部、本実施形態では上面１３に反射
防止膜１４がコーティングされて、硝子体手術用コンタクトレンズ１０が構成される。な
お、図１中の符号５は水晶体である。
【００２６】
　レンズ本体１１は、硝子体手術用コンタクトレンズ１０が眼科用粘弾性物質（ヒアルロ
ン酸等）を介して角膜４上に載せられるため、下面１２の曲率はその角膜４の曲率に沿う
必要がある。通常、成人の角膜曲率半径が８ｍｍ前後であることから、レンズ本体１１の
下面１２の凹面曲率半径は８ｍｍ前後が好ましい。ただし、小児用ではこれよりも小さく
する。
【００２７】
　例えばプリズムレンズにおいては、レンズ材質の屈折率が高いほど光を屈折させる効果
が顕著である。周辺部眼底をより良く観察するためには、レンズ本体１１の材質の屈折率
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を１．３５以上、好ましくは１．４５以上にする必要がある。一方、レンズ材質の屈折率
が高くなるほど光の反射も大きくなる為、反射防止膜は有用となる。レンズ本体１１の材
質としては、光学ガラス等のガラス、透明プラスチックまたは透明エラストマ等がある。
【００２８】
　光学ガラスとしては、重ランタンフリントガラス、ランタンフリントガラス、重フリン
トガラス、ランタンクラウンガラス、重バリウムフリントガラス、バリウムフリントガラ
ス、チタンフリントガラス、フリントガラス、軽フリントガラスなどのフリントガラス、
ランタンクラウンガラス、重クラウンガラス、重りん酸クラウンガラス、軽バリウムフリ
ントガラス、バリウムクラウンガラス、クラウンフリントガラス、クラウンガラス、ほう
けい酸クラウンガラス、りん酸クラウンガラス、ふつりん酸クラウンガラスなどのクラウ
ンガラス及び石英ガラス、サファイア、ルビー等が挙げられる。また、透明プラスチック
としては、ポリメチル（メタ）クリレートに代表されるポリアルキル（メタ）アクリレー
ト及びその共重合体、ポリスチレン、ポリカーボネート、スチレンアクリロニトリル、Ｃ
Ｒ－３９、透明シリコーン等の透明体が挙げられる。透明性に富み、また脈利等が極めて
少なく均質性に優れ材質であれば、レンズ本体１１の材質は上記材質に限定されない。
【００２９】
　プリズムレンズを形成するレンズ本体１１は、上面１３が下面１２の接平面に対して所
定の角度傾斜しているが、この傾斜角度がプリズム角度となる。このプリズム角度は、観
察を所望する部位によって決定されるが、その部位が中間周辺部眼底から周辺部眼底にか
けた範囲である場合には、５～７０度、好ましくは１０～６０度が適切な範囲となる。５
度より小さい場合にはプリズムの効果が十分に得られない。また、７０度を越えるとレン
ズの有効光学部が狭くなるとともに、観察像の歪みも顕著となる。
【００３０】
　硝子体手術では、散瞳剤の投与により瞳孔を拡瞳させ、そこから眼底を観察する。散瞳
径は最大９ｍｍ程度になる。したがって、レンズ本体１１の外径は上記散瞳径よりも大き
くする必要があり、１０～１４ｍｍ程度が好ましい。
【００３１】
　さて、上述のレンズ本体１１の上面１３にコーティングされる反射防止膜１４の設計に
あたっては、眼底組織が自然の色で明るく観察できることが必要であるため、可視光領域
のほぼ全域で高い光線透過率を維持すると共に、反射率を低下することが必要となる。波
長の異なる光に対する人眼の感度は比視感度と呼ばれ、周囲が明るい場合と暗い場合とで
若干シフトするが、５５０ｎｍ付近を中心とした４５０ｎｍ～６５０ｎｍの光に対して鋭
敏である。従って、より明瞭な眼底像の観察と、眼外照明(例えば手術用顕微鏡９に付属
のスリット光)によるレンズ表面での低反射性能とが求められる硝子体手術用コンタクト
レンズは、可視光領域である波長４００ｎｍ～７００ｎｍの略全域に亘って光線透過率が
高く、且つ反射率が低く設計される。しかも、この反射防止膜１４には、洗浄、各種消毒
剤及び滅菌用高圧蒸気等に対する耐久性が要求される。
【００３２】
　このため、レンズ本体１１の上面１３にコーティングされる反射防止膜１４は、イオン
ビームスパッタリング法により形成される。このイオンビームスパッタリング法は、図３
に示すように、イオン銃１６からのイオンビームを、金属または酸化金属からなるターゲ
ット１７へ照射し、スパッタされたターゲット１７の粒子が、保持台２０に設置されたレ
ンズ本体１１の上面１３に衝突して付着し、この上面１３に反射防止膜１４をコーティン
グするものである。このイオンビームスパッタリング法による膜は、真空蒸着法による膜
に比べて不純物の混入が少なく、且つ緻密で強靭な膜となり、この結果、洗浄、各種消毒
剤及び滅菌用高圧蒸気等に対して優れた耐久性を有する。
【００３３】
　ターゲット１７を構成する物質としては、Ａｌ、Ｃｒ、Ａｇ、ＴｉＮ、ＩＴＯ、ＳｉＯ

２、Ａｌ２Ｏ３、ＭｇＦ２、ＴｉＯ、Ｐｔ、Ｔａ２Ｏ５、Ｔｉ、Ａｕ、Ｎｉ－Ｆｅ、Ｓｉ

３Ｎ４、Ｍｏ、Ａｇ合金、パイレックス（登録商標）、Ｎｂ、Ｓｉ、Ａｌ－Ｓｉなどがあ
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るが、特に、Ｔａ２Ｏ５（五酸化タンタル）、ＳｉＯ２(二酸化ケイ素)をターゲットとし
て用いた膜は、硝子体手術用コンタクトレンズに求められる耐久性を満足することが可能
となる。
【００３４】
　そこで、本実施形態の反射防止膜１４は、イオンビームスパッタリング法によって、図
２に示すように、五酸化タンタル(Ｔａ２Ｏ５)からなる高屈折率層１８と、二酸化ケイ素
(ＳｉＯ２)からなる低屈折率層１９とが交互に複数層積層された多層膜構造に構成され、
大気側の最表層が上記低屈折率層１９にて構成される。なお、上記反射防止膜１４は、上
述の多層膜に限らず単層であってもよく、この場合の単層膜の材質は、フッ化マグネシウ
ム(ＭｇＦ２)が好ましい。また、反射防止膜１４は、屈折率が異なる３種以上の物質をそ
れぞれ積層して構成してもよい。
【００３５】
　以上のように構成されたことから、上記実施の形態によれば、次の効果（１）～（４）
を奏する。
　（１）硝子体手術用コンタクトレンズ１０の上面１３に反射防止膜１４がコーティング
されたことから、可視光領域において良好な反射防止効果を奏することができるので、レ
ンズ表面での反射が低減されて、術者は、手術用顕微鏡９に付属のスリット光などの眼外
照射の強い反射光に悩まされることなく、眼底像を明瞭に観察できる。このため、硝子体
手術時に術者が眼内照明を片手に持つ必要がなくなるので、両手での眼内処置（二手法）
を実施でき、ストレスの少ない手術を施術できる。
【００３６】
　（２）硝子体手術用コンタクトレンズ１０の反射防止膜１４がイオンビームスパッタリ
ング法により形成されたものであることから、反射防止膜１４に不純物が混入されにくく
、緻密で強靭な膜を得ることができる。この結果、洗浄、各種消毒剤及び滅菌用高圧蒸気
等に対し優れた耐久性を有する反射防止膜１４を得ることができる。
【００３７】
　（３）硝子体手術用コンタクトレンズ１０の反射防止膜１４がレンズ光学面の上面１３
にコーティングされたことから、硝子体手術用コンタクトレンズ１０において、反射の著
しいレンズ本体１１の上面１３に反射防止膜１４をコーティングすることで、反射防止効
果を効率化できる。
【００３８】
　（４）硝子体手術用コンタクトレンズ１０の反射防止膜１４の最表層が二酸化ケイ素か
らなる低屈折率層１９であり、この二酸化ケイ素が、眼内観察用レンズ及び硝子体手術用
コンタクトレンズの材質として使用実績のある石英ガラスを構成することから、硝子体手
術用コンタクトレンズ１０の安全性を十分に確保することができる。
【実施例】
【００３９】
　次に実施例を示し、本発明について具体的に説明する。もちろんこの発明は、以下の実
施例に限定されるものではない。
　（実施例１）
　石英ガラス平板の上に、イオンビームスパッタ法によって、平板表面から第一層目がＴ
ａ２Ｏ５で膜厚が１３ｎｍ、第二層目がＳｉＯ２で膜厚が３８ｎｍ、第三層目がＴａ２Ｏ

５で膜厚が１２３ｎｍ、第四層目がＳｉＯ２で膜厚が４９ｎｍ、第五層目がＴａ２Ｏ５で
膜厚が９ｎｍ、第六層目がＳｉＯ２で膜厚が９１ｎｍ、第七層目がＴａ２Ｏ５で膜厚が３
０ｎｍ、第八層目がＳｉＯ２で膜厚が１３ｎｍ、第九層目がＴａ２Ｏ５で膜厚が６３ｎｍ
、第十層目がＳｉＯ２で膜厚が８１ｎｍの順に膜厚合計が５１０ｎｍの１０層より構成さ
れる反射防止膜を成膜した。
【００４０】
　石英ガラス板に上記反射防止膜がコーティングされた場合とされない場合とにおいて、
石英ガラス板の未コート面と反射防止膜のコート面との分光反射率特性を図４に示す。こ
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の図４では、符号Ａが上記コート面の分光反射率を、符号Ｂが上記未コート面の分光反射
率をそれぞれ示す。また、石英ガラス板に反射防止膜がコーティングされた場合とされな
い場合とにおける光線透過率を図５に示す。この図５では、符号Ｃが石英ガラス板に反射
防止膜がコーティングされた場合の透過率を、符号Ｄが石英ガラス板に反射防止膜がコー
ティングされない場合の透過率をそれぞれ示す。
　反射防止膜をコーティングした石英ガラス板では、硝子体手術用コンタクトレンズを通
して眼底を観察するために必要な波長４００ｎｍ～７００ｎｍの可視光領域のほぼ全域に
わたって反射率が０．７％以下となり、また、透過率が約９６％を示している。
【００４１】
　次に、上記反射防止膜を石英ガラス製のレンズ本体の上面にコーティングした硝子体手
術用コンタクトレンズと、同様な反射防止膜を上面にコーティングした石英ガラス板とに
対して、以下の耐久性試験を実施した。各試験が終了する毎に、強い白色光を反射防止膜
のコート面に照射して、反射光の強度と反射像の色調とから反射防止膜の劣化の有無を確
認した。
【００４２】
　耐水性試験：硝子体手術用コンタクトレンズの使用に際しては、体液や洗浄水との接触
は避けられない。そこで、５５℃のお湯に２４時間浸潰したのち、反射防止膜の劣化を評
価した。
　耐擦り洗浄試験：使用後に硝子体手術用コンタクトレンズに付着した汚れを落とすため
に行われる擦り洗いを想定し、水に薄めた中性洗剤で泡立てた台所用のスポンジ上に、反
射防止膜のコート面を往復２５０回強く擦りつけた後、反射防止膜の劣化を評価した。
　耐薬品性試験：硝子体手術用コンタクトレンズの拭き取り用に使用される消毒用エタノ
ールに対する耐久性を確認するために、上記硝子体手術用コンタクトレンズ及び上記石英
ガラス板を５５℃の消毒用エタノール中に２４時間浸漬した後、それらの反射防止膜の劣
化を評価した。
　耐消毒薬品性試験：芽胞を除く全ての微生物を殺滅できる高レベル消毒薬のグルタラー
ル系消毒剤（商品名:サイデックスプラス２８、３．５％）中に、上記硝子体手術用コン
タクトレンズ及び上記石英ガラス板を室温で７２時間浸潰した後、それらの反射防止膜の
劣化を評価した。
　耐ＥＯＧ滅菌性試験：エチレンオキサイドガス(ＥＯＧ)濃度２０％、温度５０℃、暴露
時間１２時間を滅菌の１サイクルとして、上記硝子体手術用コンタクトレンズ及び上記石
英ガラス板に５０回繰り返した後、それらの反射防止膜の劣化を評価した。
　耐高圧蒸気滅菌性試験：高圧蒸気滅菌器を使い、上記硝子体手術用コンタクトレンズ及
び上記石英ガラス板に１３２℃、４時間処理した後、それらの反射防止膜の劣化を評価し
た。
【００４３】
　上述の各耐久性試験の前後で、反射光の強度及び反射像の色調に差は見られなかった。
また、反射防止膜をコーティングした石英ガラス平板のコート面の反射率は、図６に示す
ように、耐久性試験(上記耐高圧蒸気滅菌性試験)の前後において差が生じなかった。この
図６では、符号Ｘが耐久性試験前の反射率を示し、符号Ｙが耐久性試験後の反射率を示す
。
【００４４】
　　（実施例２）
　石英ガラス平板の上に、イオンビームスパッタ法によって、平板表面から第一層目がＴ
ａ２Ｏ５で膜厚が１３ｎｍ、第二層目がＳｉＯ２で膜厚が４０ｎｍ、第三層目がＴａ２Ｏ

５で膜厚が４２ｎｍ、第四層目がＳｉＯ２で膜厚が４ｎｍ、第五層目がＴａ２Ｏ５で膜厚
が７３ｎｍ、第六層目がＳｉＯ２で膜厚が３８ｎｍ、第七層目がＴａ２Ｏ５で膜厚が１２
ｎｍ、第八層目がＳｉＯ２で膜厚が１０２ｎｍ、第九層目がＴａ２Ｏ５で膜厚が３０ｎｍ
、第十層目がＳｉＯ２で膜厚が１２ｎｍ、第十一層目がＴａ２Ｏ５で膜厚が６５ｎｍ、第
十二層目がＳｉＯ２で膜厚が８０ｎｍの順に膜厚合計が５１１ｎｍの１２層より構成され
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る反射防止膜を成膜した。
【００４５】
　この実施例２においても、上述した分光反射率特性と光線透過率とに関し、実施例１と
同様の結果が得られた。また、上述した耐久性試験の前後における反射光の強度及び反射
像の色調に関しても、実施例１と同様の結果が得られた。さらに、上述した耐久性試験の
前後における石英ガラス平板のコート面の反射率に関しても、実施例１と同様の結果が得
られた。
【００４６】
　（比較例１）
　真空蒸着法によって、石英ガラス平板上に、標準的反射防止多層膜であるＡｌ２Ｏ３、
ＺｒＯ２、ＭｇＦ２の３層コーティングをこの順に施した。各層の膜厚は１２５ｎｍ、２
５０ｎｍ、１２５ｎｍであった。
　成膜直後、反射防止膜のコート面へ照射した白色光の反射光は赤紫色で、大幅に低減さ
れており、優れた反射防止性能を有していることが確認できた(図７(Ａ))。しかし、５５
℃のお湯に２０時間浸漬した後に、同一の反射防止膜に白色光を照射したところ、反射防
止膜の一部２１(図７(Ｂ)参照)が剥げ落ちていたため、この反射防止膜のコート面の反射
が増加し、反射防止膜の劣化が認められた。
【００４７】
　（比較例２）
　真空蒸着法で、石英ガラス平板上に、Ａｌ２Ｏ３、ＺｒＯ２、ＳｉＯ２の順に３層コー
ティングを実施して反射防止多層膜を成膜した。各層の膜厚は１２７ｎｍ、２５０ｎｍ、
１２７ｎｍであった。
　成膜直後、反射防止多層膜のコート面へ照射した白色光の反射光は青色で、大幅に低減
されており、優れた反射防止性能を有していた(図８(Ａ))。しかし、高圧蒸気滅菌器を用
いて１３２℃、３０分の処理後に、同一の反射防止多層膜を観察したところ、コート面の
一部２２(図８(Ｂ)参照))に反射光のムラが生じており、反射防止膜の劣化が認められた
。
【００４８】
　以上、本発明を上記実施の形態に基づいて説明したが、本発明はこれに限定されるもの
ではない。
　例えば、上記硝子体手術用コンタクトレンズ１０では、レンズ本体１１の上面１３にの
み反射防止膜１４がコーティングされるものを述べたが、レンズ本体１１の下面１２及び
／またはレンズ本体１１の側周面１５に反射防止膜１４がコーティングされてもよい。
【００４９】
　また、上記実施形態及び実施例では、硝子体手術時に使用される硝子体手術用コンタク
トレンズ１０の場合を述べたが、眼科手術一般において手術用レンズとして使用され、ま
たは手術のみならず診断や診察において使用される、角膜上に保持されて眼内を観察する
眼内観察用レンズに本発明を適用してもよい。この場合にも、レンズ本体１１の少なくと
も一部(例えば上面１３)に反射防止膜１４がコーティングされることから、可視光領域に
おいて良好な反射防止効果を奏することができるので、レンズ表面での反射が低減されて
、観察者は反射光の影響を受けることなく、眼内を明瞭に観察できる。
【図面の簡単な説明】
【００５０】
【図１】本発明に係る硝子体手術用コンタクトレンズの一実施形態を、眼球の角膜上に保
持した状態で示す断面図である。
【図２】図１の硝子体手術用コンタクトレンズにおける反射防止膜の構造を示す断面図で
ある。
【図３】図２の反射防止膜をコーティングするイオンビームスパッタリング装置の構成を
示す概略側面図である。
【図４】図２の反射防止膜がコーティングされた場合とされない場合とにおける分光反射
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【図５】図２の反射防止膜がコーティングされた場合とされない場合とにおける光線透過
率特性を示すグラフである。
【図６】図２の反射防止膜について耐久性試験の前後における分光反射率を示すグラフで
ある。
【図７】比較例１の反射防止膜について耐久性試験の前後における膜表面の状況を示す図
である。
【図８】比較例２の反射防止膜について耐久性試験の前後における膜表面の状況を示す図
である。
【符号の説明】
【００５１】
　１　眼球
　２　硝子体
　３　眼底
　１０　硝子体手術用コンタクトレンズ
　１１　レンズ本体
　１３　上面
　１４　反射防止膜
　１８　高屈折率層
　１９　低屈折率層

【図１】 【図２】

【図３】
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【図７】
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